




土木・建築・線路・事務、それぞれの部署で活躍する10名の若手社員のみなさんに、仙建工業を選んだ理由や現在の仕事内容、業務の中で
やり甲斐を感じるポイント、今後の目標について語ってもらいました。「鉄道魂」と「地域思い」を胸に、日々情熱を持って仕事に向き合う先輩
たちの声をお聞きください。
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土木 土木

���������������� 先輩たちの声

入社年度：令和3年度
所属：盛岡支店 総務部

（JR東日本出向）

鉄道工事に興味があったのと、
地元・宮城県で働きたいという
思いがあり、両方を叶える仙建
工業１社に絞って就活しました。
入社後は主に現場の品質・安全・
工程管理を行なっていましたが、
現在はJR東日本に出向し、鉄道
の維持管理・工事契約業務を担
当し、工事を発注するのが主な
業務です。線路上空に跨線人道
橋を架設する工事を担当した際
には、無事に工事が完了し、列
車が通過し、人々が橋を利用し
ているのを見た時は達成感と充
足感を感じました。

入社年度：令和５年度
所属：仙台支店 土木部

耐震土木作業所

新幹線や在来線など普段入るこ
とのできない場所で工事に携わ
れるというのは他にない仕事で
す。現在は新幹線耐震補強工事
に携わっています。仕事内容は、
現場で使う材料の発注や安全管
理、現場掲示物の管理、報告書
の作成など多岐にわたります。特
にやり甲斐を感じるのは、職場や
協力会社の方々と工程に関する
打ち合わせや段取りを調整する
仕事、そして工事完成時です。今
後は積算業務にもチャレンジしさ
らにステップアップを目指してい
きます。

建築 建築

入社年度：令和３年度
所属：仙台支店 建築部

仙台建築出張所

大学の研究棟を仙建工業が施工
していたのをきっかけに、鉄道か
ら官公庁、民間工事まで幅広い
建築に携わっていることを知り、
様々なジャンルに取り組めるの
ではと考え、入社を決めました。
実際、仙台市など自治体の工事、
民間の改修工事を担当すること
ができました。何もないところか
ら計画し、カタチを作り上げてい
くというのは、先を見据えて進め
なければならないので、難易度
は高いのですが、計画通りに進
んだ時は、面白さとやり甲斐を強
く感じます。

入社年度：令和４年度
所属：仙台支店 建築部

仙台建築出張所

民間から鉄道まで様々なジャン
ルの建築に携わることができる
のが入社動機です。さらに住宅
の補助など福利厚生が充実して
いるのも当社の魅力だと思いま
す。仕事は現場の管理や画像の
管理、クライアントとの打ち合わ
せなど多岐にわたります。社内は
とても風通しが良い職場で、若
手社員が伸び伸びコミュニケー
ションできる環境です。段取りよ
く作業が進んだ時にはやり甲斐
を感じます。今は、こうした経験
を積み重ね、早く一人前の管理者
になることが目標です。

線路 線路

入社年度：令和３年度
所属：盛岡支店 線路部

青森出張所

地元を支える仕事がしたいと考
えていたので、鉄道という重要な
インフラの保守工事に携われる
この仕事に魅力を感じました。
東北地方で売上高１位という実
績にも惹かれました。現在はレー
ルやマクラギ等の軌道の検査や
修繕を担当しています。普段は
一般の人の目に触れることのな
い仕事ではありますが、責任の
重さを感じるとともに、専門知識
を身につけ、多くの人たちと力を
合わせ工事し、無事列車の通過
を確認できたときには大きな充
実感を感じます。

入社年度：令和３年度
所属：盛岡支店 線路部

盛岡出張所

線路工事の現場に出て協力会社
への指導や管理を行なっていま
す。常に線路の安全を維持して
いくために様々な大型機械を使
用しますが、その維持管理も重
要な仕事です。工事の施工計画
書などの作成から関わることも
多く、自分が関わった工事が無
事終了した時や線路の検査方法
を理解し一人で達成できた時な
どにやりがいを感じます。今の
目標は、さらに知識や技能を身
につけ、現場の最高責任者とな
り、多くの工事を完遂させること
です。

線路 線路

入社年度：令和４年度
所属：盛岡支店 線路部

野辺地出張所

現在の仕事は線路の検修や工
事、大型機械の操作などの現場
作業、そして検修計画の作成や
準備です。入社当時は戸惑うこ
ともありましたが、研修制度が
しっかりしているので不安なく
現場に入ることができました。仕
事を進める際不安な部分は研修
を受けることができるので、積
極的に新しい分野に挑戦できま
す。今後はマルチタスク化を目
指し、どんな分野でも知識や技
術を発揮できるように、一つひ
とつの業務に全力で取り組んで
いきます。

入社年度：令和５年度
所属：福島支店 線路部

郡山機械出張所

学生時代、鉄道を毎日利用して
いたこともあり、線路の仕組み
やメンテンスに興味を持ち、日々
欠かすことのできないインフラ
設備を支える仕事がしたいと入
社を決めました。現在は工事の
施工計画書の作成や軌道整備の
ための大型保線機械のオペレー
ション業務を担当しています。
職場は、ベテラン社員から年齢
の近い先輩など幅広い世代が配
属されていて、質問や相談がし
やすく、居心地のよい環境が整っ
ていることも魅力のひとつです。

事務 事務

入社年度：令和２年度
所属：本社 総務部

事務センター

現在の部署は、給与や寮社宅の
手配、社会保険や労働保険、健
康診断、ユニフォームや業務用
車両の手配などを担当していま
す。私たちの仕事は、従業員を
裏で支えることだと思っていま
す。みなさんが最大限力を発揮
するためには何か必要か、自分
なりに考え工夫しながら仕事を
すること自体も面白く、やり甲斐
を感じるのですが、直接「ありが
とう、助かった」と声をかけてい
ただくと、「やってよかった」と思
うとともに改めてこの仕事を選ん
でよかったと実感できます。

入社年度：令和２年度
所属：仙台支店 総務部

経理課

父が建設業界で働いているのを
身近に見ていたので、小さい頃
から現場で働く人たちを支える
仕事をしたいと考えていました。
現在は、工事で発生した請求書
の確認や作成、現金の精算や入
金の処理など経理業務を担当し
ています。円滑に入金精算処理
を行うことで、円滑な工事の進
捗をサポートすることが一番の
やりがいです。最近は、インボイ
ス制度の導入などもあり、一層
専門性が問われる業務も増えて
いるので、スキルアップして現場
のサポートを強化したいです。

キャリアモデル
　定期的に昇格・昇職していくプロセスを組んでおり、それぞれの職位に相応しい実務経験や能力を身に付けるための成長期間を設け
ています。社員が昇格や昇職の機会を意識することで、やる気やモチベーション向上に繋がっています。

各種資格の取得

昇格・昇職プロセス

入社（係・課員）

主任・上級主任

副所長・副課長

所長・課長
担当所長・担当課長

現場施工管理の基礎を
習得

現場運営の基礎、
協力会社や発注者との
調整能力、予算管理能力
を習得

現場の安全・品質・
リスクの管理能力を習得

現場運営の責任者、現
場責任者、プロジェクト
リーダーとして
マネージメント能力・
リーダーシップを発揮、
後進を育成

次長・部長

管理職として部門や現場
を統括管理、部門や
組織の行動計画や経営
指針を策定し推進

社内昇職試験

鉄道関連資格

20代 30代～ 40代～

施工管理技士資格（1級）

技術士・1級建築士

髙木社員 藤澤社員

木村社員 秋田社員

伊藤社員 七海社員

工藤社員 佐々木社員

鈴木社員 松川社員




